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堺
　妙国寺（みょうこくじ）は、堺市堺区にある日
蓮宗の仏教寺院。森鴎外の小説「堺事件」（明
治初年の土佐藩士によるフランス水兵殺傷事件）
の舞台となった寺で、事件の責を負った土佐藩
士 11 名が切腹した地。1562 年に、当時堺を支
配下に置いていた三好一族の三好義賢が、帰依
していた頂妙寺の日珖に、寺領を寄進。日珖は、
堺の豪商である父・油屋（伊達）常言の援助で
伽藍の建立に着手する。1615 年の大坂夏の陣

し、大坂城鬼門鎮護の社とした。
　本殿は、秀頼が修築したときの姿を伝
え、桃山時代の華やかな様式をよくのこ
し、昭和 25 年、国の重要文化財に指定
された。枚方市内では数少ない三間社流
造で、屋根は檜皮葺、木部は朱塗りの極
彩色、四面を飾る蟇股の彫刻に当時の特
色を見ることができる。本殿以外に、慶
長 7 年に建立された南門や、室町時代後
期頃の東門、鎌倉時代の石造燈籠は府の
有形文化財に指定されている。（岡村宜憲）

北河内
　片埜神社は、古くから交野地方の鎮守
神として崇敬されており、平安時代の法
典である「延喜式」に交野二座のうちの
一座として記された神社で、創建当初は
片野神社とよばれていた。たびかさなる
戦乱で荒廃していたが、天正11年（1583）
豊臣秀吉が修復し、牧郷一之宮として称
された。また秀吉の子、秀頼が慶長 7 年

（1602）に片桐且元に命じて社殿を再建

■地域活動■

新しい建築美の中に古い様式美を兼ね備えた社殿

まちあるき　建物散策

所在地：茨木市三島丘 1-4-29
最寄駅：阪急総持寺駅下車 北東へ徒歩約 12 分
　　　　若しくは近鉄バス 東和苑住宅行疣水神社前下車徒歩スグ
境内には入れるが本殿内部については問い合わせを。  
TEL：072-622-4815

所在地：枚方市牧野阪 2-21-15
最寄駅：京阪電車 牧野駅下車徒歩5分、京阪バス 関西歯科大学前
見学：境内自由
TEL：社務所 072-857-7775

所在地：堺市堺区材木町東 4-1-4
最寄駅：阪堺電軌阪堺線 妙国寺前駅下車 徒歩 5 分または南海高野
　　　　線 堺東駅下車 徒歩 20 分、大阪駅からの所要時間 :45 分
利用時間：10：00 〜 16：00　拝観料：400 円
TEL：072-233-0369

設計：渡辺建築事務所（渡辺 節）　施工：藤木工務店
所在地：岸和田市北町 14-3
最寄駅：南海本線岸和田駅、西へ徒歩 10 分紀州街道を左へすぐ
TEL：0120-195-221 CTL.BANK（シーティーエル バンク）
　　  代表者 久場共見子さん

みしま野
　国道 171 号線から総持寺に向かって歩
くと間も無く鬱蒼と茂った鎮守の杜に出
会う。其処が疣水磯良神社である。古く
から「疣水さん」として親しまれている当
神社は、「疣・黒疣を洗えば、忽ちにして
抜け落ちる」とされる霊験あらたかな水「玉
の井」（疣水）を授かる神社として参詣す
る人も多い。当神社は元々国道 171 号線
向かいにある式内社・新屋坐天照御魂神

社（茨木市西河原 3 丁目 1）の境内社で
あったが、寛文年間（1661 年 ~62 年）に
分かれて当地に御遷座したとされており、
桜の名所として、また参詣所として今では
天照御魂神社よりも繁盛している。現在
境内に建っている本殿を始めとする諸殿
は昭和 54 年に造営されたもので、昭和
時代の終り頃に建てられた瀟洒な建物は、
新しい建築美の中に古い様式美を兼ね備
えた社殿として、見る者に厳粛な空気を
醸し出している。　　　　　  （神保　勲）

で、堺の町は火災に見舞われ、伽藍が焼失。元
和の町割りにより寺地は縮小されるが、1627 年
には本堂を再建。以後、客殿、書院などを設け、
1659 年には三重塔が完成。寛永の頃には寺中
に 10 坊を数えるなど再興。しかし、明治維新
後に 4 坊となるが、明治年間に 2 坊は他所へ移
転。1945 年の堺大空襲で伽藍の大半を焼失。
三重塔も失われる。その昔、織田信長が、そて
つを安土城に移植したところ、毎夜「堺へ帰ろう」
と泣いたため、そてつに霊があるのであろうと妙
国寺に返したという伝説をもつ。　（七堂元敏）

いずみ野
　この建物は昭和 8 年に株式会社和泉銀行
本店として建築され、平成 14 年取り壊しの危
機があったが、平成16 年に健康食品を取り扱
う地元企業がこの建物を買い取り、できる限
り現況を変えずリニューアルしたものである。
　本体は鉄筋コンクリート造 2 階建てのネ
オクラッシク様式の建築物で、外壁にはス
クラッチタイルが貼られており、シンプルな
中にも気品あふれる外観となっている。内

部には吹き抜けの大きな空間があり、南北
の壁面には 2 対の古典的意匠を用いたピラ
スター（付柱）があり、同柱頭部付近に当
初の吊り天井があったものと思われる。東
側ギャラリーは開放的な木製階段によって1
階部分と一体的な利用が図られており、ま
た、銀行の象徴である金庫室は食品庫とし
てうまく活用されている。内部見学について
は、事前の問合せ必要。   　　  （平塚隆史）
備考：現在は岩盤浴等できるとのこと。内部見学等については、健康づくり
に関心のある方ならどなたでも歓迎とのことですので、お気軽にお問合せを!
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